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出席委員：外部側関係者（業界団体関係者1名、企業関係者3名、欠席：卒業生1名）
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学校関係者評価委員会開催資料
学校法人北海道安達学園
専門学校札幌ビジュアルアーツ

今後の改善方策

2-4
人事や賃金での処遇に関する制度は整備されているか
2-5
意思決定システムは確立されているか
2-6
情報システム化等による業務の効率化が図られているか

評価項目総括

・運営方針は、事業計画にまとめ、毎年作成している。事業計画は、法人理事会の承認を得て、幹部運営
会を経由し周知を図っている。
・運営組織は、組織図に全教職員を組織上に位置づけ、幹部会議、職員会議を通じて意思決定システムを
構築している。
・人事、給与に関する規定については、法人総務部で一括整備・管理を行っている。賃金の決定は、業務
査定・業績査定に応じ行われている。

各評価委員からの
意見や課題

学科別の問題点と課題等は遅滞なく連携し、適宜解決をしている。会議による情報共有はもちろん、日常
の連絡と報告をより一層活発化させることを職員同士で意識している。

２、学校運営 適切・・4、ほぼ適切・・3、
やや不適切・・2、不適切・・1

評価項目
2-1
運営方針は定められているか
2-2
事業計画は定められているか
2-3
運営組織や意思決定機能は、効率的なものになっているか

各評価委員からの
意見や課題

音楽、ゲーム、写真業界の変化に順応できる人材の育成。

今後の改善方策 創作意欲を高める授業内容の編成と、外部環境の変化に即応したカリキュラム編成。

評価項目
1-1
理念・目的・育成人材像は定められているか
1-2
学校の特色は何か
1-3
学校の将来構想を抱いているか

評価項目総括

学校法人北海道安達学園では、3つの教育方針である「基礎知識・技術の習得」「専門知識・技術の習得」「社会性の
習得」に基づき、学園使命である、教育事業を通じて、社会に貢献する人材の育成に努めている。また、総合専門学校
という特徴を活かし、多様性のある環境から生まれる新しい発見を学生たちの“やる気”につなげ、学生たちが“なりたい
自分になる”ためのサポートを行っている。実践指導の中で技術力、創造力、コミュニケーション力を養い、即戦力と
なりえる優秀なクリエーター、ビジネスパーソンを育てて行くこととしている。
業界関係者・保護者等への周知については、ホームページ等で周知を図っている。

2019年度自己評価＆学校関係者評価シート

専門学校札幌ビジュアルアーツ

1、教育理念・目標、人材育成 適切・・4、ほぼ適切・・3、
やや不適切・・2、不適切・・1
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4-4
卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか

評価項目総括
キャリアセンターを中心とした就職指導体制により、専門就職率の向上が図られている。今後一
層の就職指導体制を構築する必要がある。

各評価委員からの
意見や課題

退学率低減のために、学生個別相談、保護者との連携は今まで以上に強化する必要がある。

今後の改善方策 具体的な就職活動を今まで以上の早期化させる必要がある。

４、教育成果 適切・・4、ほぼ適切・・3、
やや不適切・・2、不適切・・1

評価項目
4-1
就職率（卒業者就職率・求職者就職率・専門就職率）の向上が図られているか
4-2
資格取得率の向上が図られているか
4-3
退学率の低減が図られているか

各評価委員からの
意見や課題

業界の専門的な知識と技術の習得のみならず、学生一人一人のキャリアデザインに係る指導がこれからの
課題と考えている。

今後の改善方策 キャリア視点での学生面談機会を増やし、卒業後のキャリアイメージを持たせる指導を心掛ける。

3-6
授業評価の実施・評価体制はあるか
3-7
育成目標に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を確保しているか
3-8
教員の専門性を向上させる研修を行っているか
3-9
成績評価・単位認定の基準は明確になっているか
3-10
資格取得の指導体制はあるか

評価項目総括
授業内容の専門性と特殊性により、学生の理解度の格差が大きくなり、授業外のサポートの必要
性が多く、授業運営上の大きな課題となっている。

評価項目
3-1
各学科の教育目標、育成人材像は、その学科に対応する業界の人材ニーズに向けて正しく方向付けられている
か
3-2
修業年限に対応した教育到達レベルは明確にされているか
3-3
カリキュラムは体系的に編成されているか
3-4
学科の各科目は、カリキュラムの中で適正な位置づけをされているか
3-5
キャリア教育の視点に立ったカリキュラムや教育方法などが実施されているか

３、教育活動 適切・・4、ほぼ適切・・3、
やや不適切・・2、不適切・・1



自己評価 関係者評価

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

自己評価 関係者評価

4 4

4 4

4 4

今後の改善方策 引き続き、安全（防災含む）と衛生面に留意した巡回の継続を心掛ける。

6-2
学科実習、インターンシップ、海外研修等について十分な教育体制を整備しているか
6-3
防災に対する体制は整備されているか

評価項目総括

学内施設は、実際の現場で使用されている設備を整えプロと同じ設備にこだわっている。学外実
習、インターンシップについては十分な教育体制を整備している。防災訓練は、避難方法等を指
示して実施をしている。

各評価委員からの
意見や課題

安全第一に、施設・設備の継続的なメンテナンスを常に心がける。授業実施日には毎日１回以上、各実習
教室を巡回し、安全と衛生面の確認に努めている。

６、教育環境 適切・・4、ほぼ適切・・3、
やや不適切・・2、不適切・・1

評価項目
6-1
施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか

5-8
卒業生への支援体制はあるか

評価項目総括 クラス担任制による、学生一人一人の生活状況の把握や進路指導に努めている。

各評価委員からの
意見や課題

学生の生活態度の把握。日常生活における改善点等に係る個別ヒアリング。卒業生との情報交換。

今後の改善方策 出席率の変化に着目し、学生との対話と連絡、保護者との連携を密にすることに留意する。

5-2
学生相談に関する体制は整備されているか
5-3
学生の経済的側面に対する支援体制は整備されているか
5-4
学生の健康管理を担う組織体制はあるか
5-5
課外活動に対する支援体制は整備されているか
5-6
学生寮等、学生の生活環境への支援は行われているか
5-7
保護者と適切に連携しているか

５、学生支援 適切・・4、ほぼ適切・・3、
やや不適切・・2、不適切・・1

評価項目
5-1
就職関する体制は整備されているか
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8-4
財務情報公開の体制整備はできているか

評価項目総括

財務は学校運営の重要な一つである。事業計画を基に中長期の展望を見据え、収支予算計画を作
成する。学校、理事会、評議員会と複数の目によるチェック体制のもと、より現実的な予算編成
となっている。会計監査は、監事による監査及び公認会計士による監査を実施、計算書類は適正
である旨の監査報告書をいただいている。
財務情報の公開体制については、組織的に取り組んでいる。

各評価委員からの
意見や課題

なし。

今後の改善方策 なし。

８、財務 適切・・4、ほぼ適切・・3、
やや不適切・・2、不適切・・1

評価項目
8-1
中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか
8-2
予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか
8-3
財務について会計監査が適正に行われているか

各評価委員からの
意見や課題

学校の特色であるクリエーターを基本とした職業観の訴求（特に女子のクリエーター育成）が大きな課
題。

今後の改善方策 ホームページ、SNS、DM等の広報媒体の継続的な見直し。

評価項目
7-1
学生募集活動は、適正に行われているか
7-2
学生募集において教育成果は正確に伝えられているか
7-3
入学専攻は適性かつ公平な基準に基づき行われているか
7-4
学納金は妥当なものとなっているか

評価項目総括

本校は、北海道私立専修学校各種学校連合会の加盟校であり、連合会の定めたルールに基づいた
募集時期・内容を遵守している。また、入学案内、募集要項、ホームページ等の通り、適正に募
集活動は行われており、学納金及び教科書・教材費等は毎年見直しを行い、適正かつ妥当である
と思う。入学専攻方法も募集要項の通り、適正かつ公正な基準をもとに実施している。

７、学生の募集と受け入れ 適切・・4、ほぼ適切・・3、
やや不適切・・2、不適切・・1
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■今後の取り組みについて
　各評価項目について、各評価関係者からの意見や課題を踏まえ、今後の改善方策等を計画的に検討し
実施して行くことを評価委員一同確認し、教育体制を強化していく。

今後の改善方策 職員会議を通して、法令に係る情報共有と相互確認を心掛けた打合せの機会を増やす。

9-2
個人情報に監視、その保護のための対策がとられているか
9-3
自己点検・自己評価の実施と問題点の改善に努めているか
9-4
自己点検・自己評価結果を公開しているか

評価項目総括
法令や設置基準等に従い適正に運営を行っている。自己点検・自己評価の結果について公開を速
やかに行っている。

各評価委員からの
意見や課題

法令順守の励行を常に心がけ、職員に対する喚起に努める。

９、法令等の遵守 適切・・4、ほぼ適切・・3、
やや不適切・・2、不適切・・1

評価項目
9-1
法令、設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか



学校法人北海道安達学園 （単位　　円）

本　年　度　末

7,150,952,340

7,143,994,164

0

6,958,176

2,830,985,759

9,981,938,099

本　年　度　末

41,355,700

917,679,771

959,035,471

本　年　度　末

10,144,580,202

△ 1,121,677,574

9,022,902,628

本　年　度　末

9,981,938,099負債及び純資産の部合計

　　　　　　　　　　　　負　債　の　部　

繰越収支差額

純資産の部合計

科　　　　　　　　　目

固定負債

流動負債

負債の部合計

　　　　　　　　　　　　純資産の部

科　　　　　　　　　目

基本金

有形固定資産

その他の固定資産

流動資産

資産の部合計

科　　　　　　　　　目

特定資産

固定資産

貸　借　対　照　表

令和 　2年  3月  31 日

　　　　　　　　　　　　資　産　の　部

科　　　　　　　　　目



学校法人北海道安達学園 （単位　　円）

決　算　額

1,153,936,064

14,634,600

0

24,778,445

12,823,610

9,208,078

1,215,380,797

決　算　額

401,156,244

629,276,792

8,075,200

1,038,508,236

176,872,561

決　算　額

23,328

0

23,328

決　算　額

0

0

0

23,328

176,895,889

事　業　活　動　収　支　計　算　書

平成 31年  4月  1 日から

令和　2年  3月 31 日まで

教
育
活
動
外
収
支

事
業
活
動
支
出
の
部

教
　
育
　
活
　
動
　
収
　
支

事
業
活
動
収
入
の
部

教育活動外収支差額

経常収支差額

科　　　　　　　　　目

借入金等利息

その他の教育活動外支出

教育活動外支出計

事
業
活
動
支
出
の
部

教育活動支出計

受取利息・配当金

その他の教育活動外収入

教育活動外収入計

教育活動収支差額

科　　　　　　　　　目事
業
活
動
収
入
の
部

徴収不能額

寄付金

教育活動収入計

手数料

経常費等補助金

付随事業収入

雑収入

学生生徒等納付金

科　　　　　　　　　目

科　　　　　　　　　目

人件費

経費



決　算　額

0

0

0

決　算　額

14

0

14

△ 14

176,895,875

△ 14,390,395

162,505,480

△ 1,284,183,054

0

△ 1,121,677,574

（参考）

1,215,404,125

1,038,508,250

事業活動収入計

事業活動支出計

基本金取崩額

翌年度繰越収支差額

特
　
別
　
収
　
支

特別収支差額

基本金組入前当年度収支差額

基本金組入額合計

当年度収支差額

前年度繰越収支差額

事
業
活
動
支
出
の
部

科　　　　　　　　　目

資産処分差額

その他の特別支出

特別支出計

科　　　　　　　　　目事
業
活
動
収
入
の
部

資産売却差額

その他の特別収入

特別収入計



学校法人北海道安達学園 （単位　　円）

金　額

6,899,504,967

3,082,433,132

9,981,938,099

41,355,700

917,679,771

959,035,471

9,022,902,628正　味　財　産

負　債　の　部

固定負債

流動負債

合　　計

基本財産

運用財産

合　　計

財　産　目　録

令和 2　年  3月  31 日現在

科　　　　　　　　　目

資　産　の　部



学校法人北海道安達学園 （単位　　円）

決　算　額

1,153,936,064

14,634,600

0

24,778,445

0

12,823,610

23,328

9,208,078

814,866,142

6,003,444

△ 783,205,184

2,441,633,077

3,694,701,604

決　算　額

397,281,544

463,524,180

0

0

2,328,426

13,780,961

80,139,853

△ 67,890,623

2,805,537,263

3,694,701,604

その他の支出

資金支出調整勘定

次年度越支払資金

支出の部合計

資金収入調整勘定

施設関係支出

設備関係支出

その他の収入

人件費支出

経費支出

借入金等利息支出

借入金等返済支出

収入の部合計

　支　出　の　部

科　　　　　　　　　目

前年度繰越支払資金

補助金収入

資産売却収入

付随事業・収益事業収入

雑収入

前受金収入

受取利息・配当金収入

寄付金収入

資　金　収　支　計　算　書

科　　　　　　　　　目

学生生徒等納付金収入

手数料収入

収　入　の　部

平成 31年  4月  1 日から

令和　2年  3月 31 日まで
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